
真綿入りのカバーをかぶ
せて炎天下での過熱を防
いだ。中央の星マークは
陸軍の印。

日本軍の鉄かぶと

期間　6月1日（木）～6月29日（木）
場所　浦添市立図書館

銃弾の痕がたく
さん見られる。

米軍の水筒

日本軍の小銃 戦争遺物
浦添グスク・ようどれ出土の

今、読んでおきたい本

期間　6 月 6 日（火）～7 月 30 日（日）
場所　浦添グスク・ようどれ館
料金　大人 100 円、小人 50 円
　　　※市内小中学生無料
休館　月曜日※ただし 7/17（月）海の日は開館

浦添城跡出土の戦争遺物展
戦争と平和を考える展示

日時　6 月 18 日（日）
　　　午前 9 時 45 分～ ※雨天中止
集合　浦添グスク・ようどれ館
申込　6 月 15 日まで（☎874-9345）
料金　300 円 ( 保険料等 )

前田高地の戦跡めぐり 平和を考える

うらおそい歴史ガイドが案内する
激戦地の今

日時　6 月 16 日（金）午後 7 ～ 9 時
場所　中央公民館 3F ホール
申込　6 月 15 日まで（☎879-5503）
料金　無料（80 名限定）手話通訳あり

平和講演会

激戦地『浦添・前田高地の戦い』
～映画「ハクソー・リッジ」舞台から学ぶ～～写真・遺品が語る平和への願い～

期日　6 月 19 日（月）～ 29 日（木）
場所　浦添市役所 1 階ロビー
内容　戦時中の写真パネルのほか、
　　　証言記録などを展示

沖縄・浦添戦（いくさ）展

壮絶な戦いを物語る右記の実物を
見る事が
できます。

自
ら
学
び
共
有
す
る

　て
だ
こ
市
民
大
学
の
卒
業
レ
ポ
ー
ト
で
前
田
高

地
の
戦
い
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
戦
争
体
験

者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　前
田
の
住
民
の
悲
惨
な
戦
争
体
験
を
記
録
す
る

こ
と
は
、
体
験
者
の
高
齢
化
も
あ
り
時
間
的
に
切

迫
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
聞
き
取
り
を
通
し

て
、
苦
労
し
て
き
た
人
々
の
記
憶
を
共
有
し
、
後

世
に
伝
え
る
こ
と
が
地
域
に
住
む
者
の
務
め
で
す
。

そ
の
聞
き
取
り
を
行
う
の
は
、
現
在
前
田
に
住
む

私
の
使
命
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
も
伝
わ
る
よ

う
に
と
、
戦
争
体
験
者
の
話
を
紙
芝
居
に
し
て
伝

え
る
と
い
う
現
在
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
聞
き
取
り
調
査
を
続
け
て
、
子
ど
も
た

ち
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　毎
年
市
内
5
校
の
中
学
校
か
ら
2
人
の
生
徒
が

派
遣
さ
れ
結
成
さ
れ
る
中
学
生
平
和
交
流
団
。

　市
内
や
県
内
・
県
外
の
戦
争
の
歴
史
を
学
び
、

そ
の
上
で
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的
に
平
和
の
た
め
に
で
き
る
取

り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
に
2
7
4
人
の
団
員
が
参
加
し
て
お

り
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
「
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
」
と
し
て
認
定
し
、
市
戦
没
者
追
悼
式
や

ま
な
び
フ
ェ
ス
タ
な
ど
様
々
な
場
面
で
平
和
へ
の

想
い
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

※「
中
学
生
平
和
交
流
事
業
」
は
平
和
を
伝
え
つ
な

ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
8
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

銃先に「銃刀」を装着して戦った。

浦添グスクにある御嶽「ディーグガマ」の前で
うらおそい歴史ガイドの方から説明を受ける中学生

沖縄在ミラーファミリーとクジールさんファミリー

知名正男さん（74）
てだこ市民大学第 4 期生（平成 25 年度卒業）父の仕
事の関係で鹿児島で生活。父が鹿児島で亡くなった
のをきっかけに、昭和 21 年に沖縄に戻る。それから
数年後に母親も亡くなり、兄姉がそれぞれ親戚に引き
取られるなど、戦争は経験していないものの知名さん
一家も戦争に翻弄された。

　取
材
中
に
あ
る
家
族
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
テ
ネ
シ
ー
州
か
ら
家
族
に
会
い

に
き
た
ク
ジ
ー
ル
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
日
本
行
き

の
飛
行
機
の
中
で
『
ハ
ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
』
を
観

て
こ
の
場
を
訪
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
場
に

立
っ
て
思
う
こ
と
を
聞
ま
し
た
。

　「自
分
た
ち
の
国
で
見
聞
き
し
た
だ
け
で
は
自
分

た
ち
の
国
の
側
に
立
っ
た
視
点
で
し
か
物
事
が
見

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄
に
来
て
い
ろ
い
ろ

な
戦
跡
を
巡
っ
て
思
っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
軍

が
家
族
を
大
事
に
想
っ
て
戦
っ
て
い
た
よ
う
に
、

日
本
兵
に
も
同
じ
よ
う
に
家
族
が
い
て
、
家
族
の

こ
と
を
想
っ
て
家
族
の
た
め
に
死
ん
で
い
っ
た
。

ど
ち
ら
の
国
も
同
じ
気
持
ち
で
戦
っ
て
い
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
戦
争
と
い
う
の
は

お
互
い
の
国
に
と
っ
て
悲
惨
な
歴
史
で
あ
り
悲
し

い
犠
牲
を
は
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
私
た
ち
の
家
族
が
あ
る
。

今
回
の
旅
行
は
家
族
の
つ
な
が
り
を
再
認
識
す
る

と
て
も
意
義
の
あ
る
も
の
で
し
た
。」

　2
0
1
7
年
第
89
回
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
2
部

門
を
受
賞
し
た
、
メ
ル
・
ギ
ブ
ソ
ン
監
督
作
品
「
ハ

ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
」。
こ
の
作
品
は
、
米
軍
が
首
里

へ
侵
攻
し
た
際
、
最
大
難
所
で
あ
っ
た
断
崖
絶
壁

の
高
地
（
浦
添
城
跡
周
辺
）
が
舞
台
と
な
っ
て
い

ま
す
。
主
人
公
の
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ド
ス
が
、
衛
銃

弾
や
爆
弾
が
飛
び
交
う
中
、「
一
人
で
も
多
く
の
人

を
助
け
た
い
」
と
い
う
信
念
で
、
事
実
75
名
の
負

傷
者
を
助
け
ま
し
た
。
こ
の
時
、
日
本
兵
も
手
当

し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
（
負
傷
兵

が
捕
虜
に
な
っ
た
と
き
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ
軍
の

包
帯
が
巻
か
れ
て
い
た
）。
敵
、
味
方
分
け
隔
て
な

く
助
け
た
ド
ス
の
実
話
か
ら
、
身
近
に
戦
争
を
感

じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　海
外
で
は
昨
年
の
11
月
に
公
開
さ
れ
、
多
く
の

人
々
が
こ
の
前
田
高
地
で
の
戦
い
に
関
心
を
持
ち
、

日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
前
田
高
地
、
浦
添
城

跡
に
足
を
運
ぶ
姿
が
増
え
て
い
ま
す
。

平成29年度企画展
過去・現在…そして未来へ
－平和な未来を考える－
　

1
F

郷土スポット企画
未来に伝える沖縄戦
－本を通して戦跡を巡り、証言を聴く－
　

2
F

6月24日（土）
本作品は、シネマQとシネマライカムにおいて公開されます。

ハクソー・リッジ
HACKSAW RIDGE

メル・ギブソン監督作品
全国ロードショー

本年度アカデミー賞2部門受賞
本年度アカデミー作品賞他6部門ノミネート

STORY
第２次世界大戦の激戦地だったハク
ソー・リッジ（前田高地）で、「武器を
持たない衛生兵」として従軍したデズモ
ンド・ドスを主人公にした実話から生ま
れた作品です。ドスは、皆が殺しあう戦
場で、武器に頼らないことを心に誓い、
目の前で次々と倒れていく仲間の中、
「命を救う戦い」が始まります。

紙
芝
居
に

　
　想
い
を
込
め
る

映
画
か
ら
伝
え
る

伝える人がいます。伝える映画があります。
72年経った平和な「今」だからできる戦争の伝え方。

（左）戦時中のハクソーリッジ（右）映画のワンシーン
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ハクソー・リッジページの
詳細が掲載されています。

市のホームページ▶

© Cosmos Filmed Entertainment Pty 
Ltd 2016

広報2017年６月１日 2017年６月１日広報 67




